
一 ヶ

ご

心 き い も り み よ

文明開化もめざましい近代日本。帝都に屋敷を構える名家の長女・斎森美世は実母を早くに亡くし、幼い頃
から継母と異母妹から虐げられて生きてきた。すべてを諦め、日々耐え忍んでやり過ごすだけの彼女に命じら

＝ 〈と - う き よ か

一 れ た のは、美しくも今酷な軍人・久堂清霞との政略結婚だった。数多の婚約者候補が逃げ出したという噂の
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通 り、清霞は美世を今たくあしらう。 ダ
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〆 L かし逃げ帰る場所さえもな "い美世は、久堂家で過ごすうちに、清霞が実のところ悪評通りの人物ではないこ
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とに気づいていく。そして清霞もま禰、これま蚕に言い寄ってきた婚約者たちとは違うものを美世に感じ、い

癖
：つどか互いに心を通わせ、それぞれが撞いていた孤独が溶けていく。
： 子

込 「望んでしまった…少しでも長く篭、この人と居たいと。｣，I
″ 砥

軸 L ，】が次々に人々を襲う。清霞↓罫その最中で
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戦う清霞。その身を案ずる美世 'も ‘しかしその
うする清霞の背後で、象世にも魔の手が迫る6
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